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南海トラフにおける確率論的津波ハザード評価のための特性化波源断層モデル群の
設定について
A set of characterized earthquake fault models for the probabilistic tsunami hazard as-
sessment in the Nankai Trough
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日本全国を対象とした津波ハザード評価（藤原・他、2013、連合大会；平田・他、2014、連合大会）のうち、「確率論
的津波ハザード評価」のための津波シミュレーションには、将来起こり得る全ての地震を対象とする各種不確かさを考
慮した特性化波源断層モデル群が必要である。その津波波源設定の考え方と日本海溝周辺で発生する地震を対象とした
特性化波源断層モデル群の設定例を遠山・他（2014、連合大会）で紹介した。
　ここでは、東北地方太平洋沖型地震を踏まえて改訂された地震調査研究推進本部による「南海トラフの地震活動の

長期評価（第二版）について」（平成 25年 5月 24日）を参考に南海トラフにおいて特性化波源断層モデル群を設定した
ので、その考え方と共に紹介する。
　最初に、津波を発生させる地震を南海トラフの長期評価で示された評価対象領域に基づき各領域の組合せによる震

源断層が特定できる地震とそれ以外の震源断層を予め特定しにくい地震に分類する。
　さらに、震源断層が特定できる地震における津波波源のモデルは、➀「基本（代表）モデル」：過去に発生した大地

震の大すべり域の位置を参考にし、後述する特性化のルール a)に従って大すべり域を配置した特性化波源断層モデル群、
➁「拡張モデル」：大すべり域の位置について多様性を考慮した後述する特性化のルール a)から e)に基づく特性化波源
断層モデル群として設定した。
　なお、これらに加え、過去に発生した大地震についての研究例に基づいて、歴史地震津波に相当する震源域とその

大すべり域の面積と位置を単純化したものを「再現モデル」として設定した。想定する地震の数としては、長期評価に
示された 15種類の地震に、発生しうると考えられる 70種類の地震を追加して併せて 85となった。
　個別の特性化波源断層モデルの設定に際しては、巨視的パラメータとして断層面積 Sから地震モーメント Moを求

める。Moと Sの関係式は、内閣府の「南海トラフの巨大地震モデル検討会（第二次報告）」（2012）等を参照し、応力降
下量 3MPa相当の関係式を使用した。剛性率μは浅部で小さく深部では大きいという研究事例があるが、ここでは 5×
1010(N/m2)で深さに関わらず一様と仮定した。
　微視的パラメータの大すべり域、超大すべり域のすべり不均質については、日本海溝沿いの地震に対する津波波源断

層モデルの特性化方法と同様に、a)大すべり域は平均すべり量の２倍の領域とし、その面積は断層全体の面積の 30%（是
永・他、2014、連合大会）、b)大すべり域を海溝軸方向におよそハーフピッチでずらして網羅的に配置し、海溝軸と直交
方向には浅部、中央部、深部の３領域から構成される組合せを基本、c)大すべり域が海溝軸沿いに配置される場合は超
大すべり域（平均すべり量の４倍）も設定、d)設定する大すべり域の重複率（互いに重なる面積比率）はおよそ１／２
～３／４、e)超大すべり域を設定する場合は、超大すべり域の重複率が約半分とした。
　但し、震源断層を予め特定しにくい地震では、断層中央にのみ大すべり域を設定する標準（平均）的なケースのみを

特性化波源断層モデル群に含める。標準的ケース以外の大すべり域の配置パターンについては、個々の特性化波源断層
モデルから計算された津波高さを確率論的に統合する時にすべり不均質パターンの不確実性として考慮する（藤原・他、
2013、連合大会；平田・他、2014、連合大会）。
　以上のようにして南海トラフ領域において特性化波源断層モデル群を設定した結果、地震規模Mw7.7から 9.2まで

の 85種類の地震について合計 4000弱のモデル数となった。現在、これらのモデル群について、個別に津波シミュレー
ションを実施し、地震の発生確率やそれに基づく沿岸での津波高さについての確率論的津波ハザードの評価などを検討
しているところである。
　本研究は、防災科学技術研究所の運営費交付金研究プロジェクトの一環として実施された。
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